




South Korea Is Sending Fewer Students to U.S.
― An Article from The Chronicle of Higher Education ―










　5 年程前までアメリカの大学への韓国人留学生数は毎年 2 ケタの伸びを記録していた。
しかし，まず大学院への留学生が減少し始め，昨年は学部への留学生も減少したのである。
























gaokao （高考）と呼ばれる国立大学入学試験，韓国では suneung （大学修学能力試験）と
呼ばれる試験の成績によって入学できる大学が決まる。このような事情もあってかこれら
2 つの国では大学院ではなく学部への留学が増えている。アメリカの国際教育研究所の調
査によれば，アメリカの大学へ留学する韓国人の 3 分の 2 が学部レベルに入学する。また，
この 10 年間で中国人のアメリカの大学学部への留学生は約 9 倍になった。
アメリカ以外の選択肢
　韓国では大学生の外国留学の人気に陰りが見え始めている。昨年（2013 年）約 24 万人

























































































 （2014 年 5 月 23 日号）






した国別アメリカ留学生数によれば 2013/14 年度，1 位は中国で 27.4 万人，2 位はインド
で 10.3 万人，3 位は韓国で 7.1 万人と続き，中国のみで全留学生の約 3 割を占め，上位 3




　日本は 1994 年から 98 年にかけてアメリカへの留学生数が 4 万人を超え，国・地域別




2013/14 年度は前年比 1.2％減にとどまった。安倍首相とオバマ大統領は 2014 年 4 月の首
脳会談で，2020 年までに日米間の留学生数を倍増させることで合意した。この合意が実
現してほしいものである。「内向き」といわれる日本の大学生が，今後ますますグローバ
ル化が進む世界でたくましく生きていくために，積極的に外国へ出て見聞を広めてほしい
と願う。
